
1 城東区蒲生地区都市再生整備計画

平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 大阪市

大目標：地域コミュニティの活性化とアメニティ豊かなまちづくり
　目標１：区民のコミュニティ活動・生涯学習の拠点整備による住民主体のまちづくり
　目標２：アメニティ豊かなまちづくり

・区民ホール・コミュニティセンターの利用者数を134,000人/年（H20）から240,000人/年（H28）に増加させる。
・緑化リーダー等のボランティア活動参加者数を0人（H22）から192人に増加させる。

（H22当初） （H25末） （H28末）

① ・区民ホール・コミュニティセンターを利用する市民の人数

（H20） ― 240,000人/年

② ・緑化部分の維持管理への住民参加者数

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

平成30年２月

大阪市ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　都市再生整備計画事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27

1-A1-1 都市再生 一般 大阪市 直接 大阪市 ― ― 都市再生整備計画　40ha 大阪市 2,239

小計（基幹事業） 2,239

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

事後評価の実施体制

大阪市において、評価を実施

交付対象事業

事業者
省略
工種

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）（事業箇所）

都市再生整備計画事業

事後評価の実施時期

公表の方法

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

134,000人/年

0人 ― 192人

社会資本総合整備計画（都市再生整備）　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

効果促進事業費の割合

平成30年2月19日

2,239百万円

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

　　計画の成果目標（定量的指標）

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
2,239百万円 Ａ

当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｂ Ｃ



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

目標値とほぼ同等の状況となっている。
最終目標値 240,000 人

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 241,547 人

最終目標値 192 人
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 851 人

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

城東区複合施設における緑化協力活動（水やり等）は週１回程度の目標であったが、回数が増えたことによ
り、目標値を上回る数値となった。

指標②（緑化
リーダー等のボ
ランティア活動
参加者数）

指標①（区民
ホール・コミュ
ニティセンター
利用者数）

城東区複合施設建設はコミュニティ活動・生涯学習の拠点整備することを目的とし区民ホール、老人福祉センター、図書館を一体的な整備を行った。

区民に親しまれる施設ができたことにより、これらの施設を利用した地域コミュニティの活性化が図られた。



（参考　様式３）　　（参考図面）

計画の名称 1 城東区蒲生地区都市再生整備計画

計画の期間 平成24年度　～　平成27年度　（4年間） 交付対象 大阪市

凡例
基幹事業

1-A-1

都市再生整備計画事業

高次都市施設等

京橋駅

大阪城

蒲生四丁目駅

野江駅

桜ノ宮駅
天満橋駅


